
ＬＥＤ等照明広告の現状と規制の必要性について
現状

　○ＬＥＤ等照明、デジタルサイネージ等による点滅する若しくは表示内容が変化する広告物の普及
　○点滅等により目に留まりやすい広告としての効果がある一方、不適切な照明環境が発生し、周辺居住者から苦情も発生
　○大阪府屋外広告物条例では照明を使用した広告物について規制は行っていない
　○環境部局においても特に規制を行っていない

　　　　　　　　　　　　　　　

現地調査　　　　　　　別紙１
　　　　　　　　　　　　　　　　用途地域の立地規制　　別紙２
　　　　　　　　　　　　　　　　全国の規制状況　　　　別紙３、別紙４
　　　　　　　　　　　　　　　　府内市町村の意見　　　別紙５
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
検討の観点　　規制の必要性

　○　適切な夜間景観を阻害する照明を規制するという観点でよいか
　○　規制をかける場合、その地域をどのように設定するか
　○　商業活動とのバランスを考慮した規制内容はどのようなものか
資料２








